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平成２０年度第７回ＣＲＤセミナー開催ご案内 
 
日時：平成 21年 3月 2日（月）15時 00分〜15時 55分 
場所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター 2階  
主催：室蘭工業大地 地域共同研究開発センター  
共催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
 
総合テーマ： 
鋼に生成する高温酸化スケールの利用とスケールの機械的性質に関する研究 
 鋼に生成するスケールは、時には役に立ち時には邪魔者である。いずれにしてもスケー
ルの生成と性質を制御する技術は鋼をつくり、鋼を利用する際に大切である。本セミナー
では国内外を通してあまり行われていない高温酸化スケールに関して共同研究を進めてき
た成果について報告する。 
 
Ⅰ．シームレス鋼管の製造プロセスにける高温酸化スケールの 
制御に関する検討事例 
客員教授(住友金属工業株式会社 総合技術研究所) 日高 康善 
 高温酸化スケールの諸特性を活用し製造工具の寿命向上や生産性の向上など製
造プロセスの改善を目的に行った研究を紹介する。継目無鋼管製造のビレット穿
孔工程で用いられるピアサープラグ表面の酸化スケールに関する研究事例、およ
び圧延材の表面スケールを改質することによるマンドレル圧延での圧延特性（焼
き付き・摩擦係数）の改善を目的に検討した事例について述べる。 
 
Ⅱ．鋼に生成する高温スケールの機械的性質その場測定 
材料物性工学科 准教授 佐伯 功 
 鋼の高温酸化速度は生成する高温酸化スケールを通しての金属イオンの拡散に
よって律速されるため、そのイオン輸送特性とミクロ・マクロな欠陥、スケール
と鋼素地との密着性に関する知見は、鋼の高温酸化を防止する上で大切な情報で
ある。発表者はこれら情報を、高温その場環境で得るための方法を開発し、これ
まで、ヘマタイト、アルミナなど代表的な酸化物スケールの機械的特性を明らか
にした事例について述べる。 
平成２０年度第８回ＣＲＤセミナー開催ご案内 
 
日時：平成 21年 3月 13日(金) 10時 30分～12時 00 分 
場所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター 2階  
主催：室蘭工業大地 地域共同研究開発センター  
共催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
 
総合テーマ：高靭性コンクリート及び高靭性軽量コンクリートを用いた 
構造部材の性能照査型設計に関する研究 
Ⅰ．補修補強用高靭性吹付けコンクリートの開発および適用性検討 
建設システム工学科講師 栗橋祐介 
高度経済成長期に建設されたコンクリート構造物が次々とその耐用年限を迎えようとしている．耐用年限以
降もこれらの既設構造物を安全に活用するためには，適切かつ経済的な補修補強工法の確立の下で維持管理を
していく必要がある．本研究グループでは，既設鉄筋コンクリート (RC) 構造物の合理的かつ経済的な補修補
強工法として，ポリビニルアルコール (PVA) 短繊維を混入した高靭性吹付けコンクリートとアラミド製連続
繊維 (AFRP) メッシュを併用する工法を提案し，その補強効果を明らかにしている．また，提案工法をより
汎用性の高い工法として確立するためには，メッシュの引張特性のみならず，高靭性吹付けコンクリートの引
張特性，耐久性およびひび割れ抵抗性等についても検討する必要がある．このような背景より，本研究では高
靭性吹付けコンクリートの各種材料試験を行い，種々の使用環境や用途に対する適用性について検討を行った． 
 
Ⅱ．高靭性コンクリートを部分使用した RC 版の重錘落下衝撃実験 
客員教授 三上 浩 
 (三井住友建設(株) 技術開発センター主席研究員) 
本研究グループのこれまでの実験研究では，PVA 短繊維を
コンクリートに混入して高靭性化することにより，RC 梁や 
RC 版の耐衝撃性を向上可能であることを明らかにしている．
特に，RC 版の場合には，短繊維の架橋効果により，その耐衝
撃性が飛躍的に向上するとともに，押し抜きせん断破壊に伴う
コンクリート塊の剥落が抑制されることを明らかにしている．
一方，経済性の観点からは，短繊維の混入によってコンクリー
トの材料コストが高くなるため，部材の適切な部位に適切な量
だけ使用するのが望ましい．このことより，本研究では，高靭 
性コンクリートのより効率的な適用方法を検討することを目的に，高靭性コンクリートを下断面にのみ使用
した RC 版の静的および重錘落下衝撃実験を実施し，その耐荷性能および耐衝撃性能を検討した． 
 
Ⅲ．高靭性軽量コンクリート製 RC 梁の繰り返し重錘落下衝撃応答解析 
建設システム工学科教授 岸 徳光 
高靭性コンクリート製 RC/PC 部材の合理的な耐
衝撃設計手法を確立するためには，実験のみならず
信頼性の高い数値解析も実施し，より効率的に検討
を進める必要がある．これまでの研究では，単一載
荷時における高靭性コンクリート製 RC 梁の耐衝
撃性を精度良くシミュレート可能な数値解析手法を
提案している．本研究では，繰り返し載荷による劣
化損傷度合に関する検討の一環として，繰り返し衝
撃荷重作用下の高靭性コンクリート製 RC 梁の耐
衝撃挙動に関する数値解析手法を提案し，過去の実
験結果と比較することにより，その妥当性を検討し 
た．なお，本数値解析には衝撃解析用汎用コード LS-DYNA を用いている．検討の結果，提案の数値解析手
法は，高靭性軽量コンクリート製 RC 梁の耐衝撃性を精度良く再現可能であり，かつ繰り返し衝撃荷重を受
ける場合についてもその解析精度は十分に確保されていることが明らかになった． 
ひび割れ分布性状に関する実験および解析結果の比較 
（短繊維混入率 1.5 %，解析結果の緑色部はひび割れ発生位置） 
各 RC 版裏面のひび割れ性状 
